
はじめに

前号では「授精結果による次世代診断」に

ついて解説を行いましたが、今回は引き続き

「次世代診断（総合診断）」について解説しま

す。

本論に入る前に、まず乳用牛群検定（以下、

「牛群検定」）の概況をお知らせし、本稿をお

読みいただいている方々の地域がどういった

状況なのかを把握いただきたいと思います。

牛群検定事業は、月に１回検定員が酪農家の

搾乳に立会し、乳量、乳成分サンプル、繁殖、

飼料給与等を調査することは前回も記したと

おりです。昭和５０年にスタ－トした牛群検定

ですが、その普及状況は表１に示す通り、各

都道府県において、かなりのバラツキがあり

ます。

普及率が高いのは、鳥取県、宮崎県、鹿児

島県、福岡県、北海道と、北と南で普及して

いることがわかります。一方で、普及率が低

いのは、埼玉県、宮城県、石川県があげられ

ます。

また、昨年は、東日本大震災の影響等によ

り、牛群検定をやめてしまう農家もあり、そ

の数は都府県だけでも２００戸を越えています。

私どもの調査では、酪農を継続しながらも牛

群検定をやめてしまう理由は、「情報を利活

用できない」という理由が最も多いもので
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す。これから紹介する次世代診断も、難解な

部分を有しますので、是非とも支援者の皆様

からもご指導お願いします。

概 要

「次世代診断情報（総合診断）」（図１）は、

前回紹介した「授精結果による次世代診断」

と異なり、四半期に一度、乳用牛群検定全国

協議会より発行します。その内容は、処理日

時点での人工授精の結果が受胎したかどうか

は問わずに、生まれてくる産子が全て雌であ

ると仮定して、当該産子や牛群内の未経産牛

の予測される遺伝情報（PA）により、酪農家

の牛群の改良の方向性をいろいろなグラフ等

により示します。

例えば、泌乳能力と体型などがバランス良

い改良方向となっているかどうかなどをいち

早く分析するものです。

なお、PAの信頼度は４０％程度と言われてい

ます。また、PAの計算方法などは前号（本誌

№２７１）を参照ください。

牛群の推定育種価の推移

未経産牛や授精結果による遺伝能力が、現

在の経産牛より高い能力であることが求めら

れます。グラフと表で表示してあります。

⑴ 推定育種価の推移（表）（図１－❶）

遺伝的な泌乳能力や体型、体細胞数などの

改良が各世代（生年別）ごとに確実な改良が

進んでいるかをみる表です。この表は、除籍

牛を含むか含まないかで上段と下段に分けて

あることが大きな特徴です。遺伝的な改良を

進めるには、優秀な種雄牛を利用するのが基

本になりますが、自分の牛群における検定牛

（表１）検定農家数、検定牛頭数の対畜産統計比
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から遺伝的に優秀な検定牛を残して、その検

定牛から後継牛を生産することも重要です。

この表では上段の除籍牛を含む平均値よ

り、下段の除籍牛を含まない平均値が勝った

ものでなければなりません。もし、逆に上段

が勝っているような場合は、疾病や体細胞数

が原因で淘汰されていく検定牛が多いことを

意味し、順調な改良が進んでいるとはいえま

せん。

また、表の一番下に表示されているのが新

情報です。未経産（PA）は牛群検定に未経産

加入している牛の成績です。また、授精結果

（PA）は、最新の人工授精の結果によるもの

です。未経産（PA）は、実際に育成されてい

る牛ですから、もう目前の次世代牛群です。

授精結果（PA）は、その次に今後生まれてく

る牛たちで、数年後の次世代となります。も

ちろん、次世代となる未経産（PA）、授精結

果（PA）が、この表の中で一番優れた成績を

示すことが必要となります。

⑵ 推定育種価の推移（グラフ）（図１－❷）

遺伝的な泌乳能力である産乳成分と乳代効

果をグラフ化しています。ともに、どちらの

形質も右肩上がりになることが求められま

す。また、点線は除籍牛を含む平均、実線は

除籍牛を除く平均です。上述したように実線

が点線より上位に描かれることが必要です。

なお、乳代効果は、海外種雄牛を父牛とす

（図１）次世代診断情報（総合診断）
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る検定牛は対象外です。海外種雄牛は、わが

国固有の乳価指標である無脂固形分率の遺伝

評価を計算することができないためです。

⑶ 生年別遺伝能力曲線 （図１－❸）

少々見づらいグラフになりますが、ポイン

トはまず点線のベ－ス曲線を把握してくださ

い。見つけましたら赤ペンか何かでなぞると

良いでしょう。そのベ－スと比較して、各自

の牛群の泌乳曲線の状態を検討します。

若い世代ほど高位かつ泌乳持続性の高いも

のである必要があります。具体的には、実線

の曲線が若い世代のものになりますので、破

線より上位になっているかどうか確認して下

さい。

⑷ 生年別泌乳持続性頭数 （図１－❹）

数字の意味は以下のとおりです。１０２～１０３

に多数入る牛群が泌乳持続性が高い牛群とな

りますので、これを目標にします。泌乳持続

性の高い乳牛は、飼料利用性や繁殖性・抗病

性を改善することが期待できます。また飼養

管理が比較的容易で飼いやすく、併せて生涯

生産性の向上も期待できます。

９７～ ９８：泌乳持続性が比較的低い

９９～１０１：普通

１０２～１０３：泌乳持続性が比較的高い

牛群の次世代診断

泌乳形質と体型形質および体細胞スコア等

の改良方向をグラフ化しました（図１－❺）。

楕円は標準偏差（バラツキ）を示し、牛群の

約４０％の牛が楕円の中に入ります。楕円の長

径は回帰直線を示します。

いずれの場合も点線の楕円が現世代で、実

線の楕円が次世代です。矢印の方向が右上を

示し次世代の楕円が小さくなれば、バランス

良く改良が進み、斉一性に富んだ牛群に改良

が進んでいるといえます。

⑴ 泌乳能力と体型の改良方向 （図２）

このグラフでいう体型は耐久性

成分として乳器と肢蹄を遺伝評価

したもので、体型審査を受けてい

る検定牛のみのグラフです。

十分に頭数がそろっている場合

のグラフは、泌乳能力と体型には

強い相関関係はありませんので、

点線で表示される現世代の円は丸

い真円に近いものが表示されま

す。逆に細長くつぶれたような円

を描いている場合は、泌乳能力と

体型の改良バランスが良いとはい

えません。

（図２）泌乳能力と体型の改良方向
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さて、次世代については、矢印で示した実

線の楕円で示されます。この例では、次世代

の頭数が少なく４頭しかいませんので、正し

い楕円にはなっていませんが、改良の方向性

としては理想的なものです。もし、矢印があ

まりに直立すれば、体型を重視し過ぎて泌乳

能力の改良が進んでいないことを意味しま

す。

なお、牛群の中でごく一部の検定牛しか体

型審査を受けていない場合は、

牛群全体の検討としては注意が

必要です。

⑵ 泌乳能力と体細胞数の改良

方向

泌乳能力と体細胞数にも強い

相関関係はありませんので、現

世代の点線で表示される円は真

円に近いものが表示されます

（図３）。体細胞数は遺伝率が

０．０８２と低いため遺伝的改良が

難しい形質ですが、できるだけ

矢印を上向かせて改良すること

が望まれます。この例では、次世代は現世代

をこえる縦長の楕円になってしまい、矢印も

あまり上向きでありません。これは、体細胞

数の改良をあまり意識せずに種雄牛を選択し

ている場合におきる現象で、体細胞数の改良

が進んでいないことを意味します。

なお、このように体細胞数の改善には遺伝

的改良だけでは困難を伴いますので、検定成

績表を利用した飼養管理の改善をあわせて行

う必要があります。

⑶ 乳量と乳脂率の改良方向

乳量と乳脂率には、一般に負の相関があり、

現世代と次世代ともに右下がりの楕円が描か

れることが多いようです。乳量一方のみばか

りに偏らず、乳脂率を下げない改良が必要で

す。

図４に示す例では、乳量の改良は進んでい

ますが、乳脂率の改良が進んでいないことが、

矢印の向きからわかります。また、楕円の右

（図３）泌乳能力と体細胞数の改良方向

（図４）乳量と乳脂率の改良方向

2012.7.15 No.272 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

5



肩下がりが、次世代において若干ですが、よ

り強く右肩下がりになっています。これは、

高乳量ほど乳脂率が下がるという遺伝的傾向

がより強まったことを示し好ましいことでは

ありません。

おわりに

将来の次世代の牛群がどういったものとな

るかいろいろと診断する方法を示してきまし

た。これらが思わしくない診断結果であれば、

次の授精の時には種雄牛の選定を再検討する

ようにします。

種雄牛の選定は、酪農経営の次世代を担う

大切なものです。単なる評判等で決めずに、

各自の牛群にあった種雄牛を選択することが

大切です。

前回と今回２回にわたって紹介した次世代

診断は、酪農経営に欠かす大切な経営情報で

すが、その元となる牛群検定に加入しなけれ

ば情報提供されません。

もし、牛群検定未加入の酪農家がいらっ

しゃいましたら、「次世代診断という新しい

情報提供が牛群検定で始まっている」とお声

かけいただければ幸いです。

前回と今回の次世代診断にかかるお問い合わせ
toiawase＠liaj.or.jp

（筆者：㈳家畜改良事業団電子計算センター電算課長）
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［平成24年5月］

（表１）肥育牛補塡金の単価の算定 単位：円／頭
区 分 肉専用種 交 雑 種 乳 用 種

平均粗収益 A ８０２，０３９ ５１８，６０５ ２７０，６４２
平均生産費 B ８３３，３０６ ６３０，５０９ ３７６，５５７
差額 C＝A－B △ ３１，２６７ △ １１１，９０４ △ １０５，９１５
補塡金単価 C╳ ０．８ ２５，０００ ８９，５００ ８４，７００
注：１００円未満切り捨て

１頭当たりの肥育牛補塡金単価

牛肉・稲わらからの暫定規制値等を超えるセシウム検出に関する緊急対応策のうち肥育経営の
支援対策として、肉用牛肥育経営安定特別対策事業の平成２４年度の補塡金について、肉用牛肥育
経営の資金繰りが改善されるまでの間、月ごとに支払う方式を継続します。
平成２４年５月に販売された交付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業

実施要綱第５の６の⑽のアの()アの肥育牛補塡金の単価については、表１の通り公表しました。
また、補塡金の支払いは、７月下旬に行うこととしています。
なお、青森県、岩手県、宮城県、福島県、栃木県、茨城県、千葉県、長野県、新潟県、宮崎県、

熊本県および鹿児島県については、平成２４年５月に販売された生産者積立金の納付が免除された
交付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業実施要綱附則１０、１９および２２
の肥育牛補塡金の単価について、表２の通り公表しました。

（表２）肥育牛補塡金単価
（生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛）
肉専用種 交 雑 種 乳 用 種
１８，７００円 ６７，１００円 ６３，５００円

注：補塡金交付額に見合う財源を確保できない場合、肉用牛肥育経営安定対策事業（マルキン事業）同様に、
上記補塡金単価を減額することがあります。

○ 肉用牛肥育経営安定特別対策事業実施要網（抜粋）
第５の６の⑽のアの()イ
県団体は、肥育安定基金の全額を取り崩してもなお支払うべき肥育牛補塡金の額に不足が生じる場

合は、理事長の承認を受けて、補塡金単価を減額することができるものとする。

（（独独））農農畜畜産産業業振振興興機機構構かかららののおお知知ららせせ

肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）
の肥育牛補塡金単価について
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損益分岐点とは

収益を安定して生むことができているか、

収益性をさらに安定させるためにはどのよう

な策を講じていけばよいかなどを診断するに

は損益分岐点分析を用います。損益分岐点

（BreakEvenPoint）とは、収益と費用の額が

一致する売上高、つまり損益発生の分かれ目

となる売上高のことをいいます。従って、実

際の売上高が損益分岐点の売上高を上回れば

利益が発生し、逆に下回れば損失が発生しま

す。損益分岐点が低ければ低いほど利益が多

くなり経営は安定します。

固定費と変動費

損益分岐点を求めるためには、財務会計で

分類している費用を固定費と変動費に分解し

直す必要があります。固定費と変動費の違い

は、売上高の増減に連動して増減する費用か、

しない費用かによります。

固定費は、畜産収入の増減に関係なく一定

に発生する費用（畜産収入がゼロになっても

必要な費用）のことで、人件費、減価償却費、

支払利息、賃借料、固定資産税など、変動費

は、畜産収入の増減に伴って増減する費用

（畜産収入がなければ発生しない）のことで、

飼料費、素畜費、肥料費、材料費、農具費、

水道光熱費などです。

なお、個人経営では、自己労賃、家族労賃

も固定費に入ります。

固定費と変動費とを分解する方法には、「勘

定科目法」や「総費用法」などがあります。

勘定科目法とは、すべての費用を科目ごとに

固定費と変動費に仕分けして積み上げていく

方法ですが、減価償却費や支払利息などのよ

うにその全額を固定費に仕分けできる費用も

あれば、給料のように基本給は固定費、残業

代は変動費に分解する費用もあります。また、

分解し難い費用も多く、比重の高さにより固

定費、変動費のどちらかに割り切る必要もあ

り、その点では曖昧さを残します。

総費用法は、売上げの増加に伴って増加す

る費用は変動費だけであるという推定のもと

で、あまり変化の大きくない２期間の売上高

と費用を比較して仕分ける方法ですが、比較

する２期間で固定費が一定で、変動費率も一

定であることを前提とする計算です。

限界利益

限界利益とは、売上げが１単位増えること

で増える利益のことで、算式では売上高から

変動費を引いたものです。

畜産経営における財務管理の留意点
第４回 損益分岐の見方

桒田 敬吾
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売

上

高

変動費

限
界
利
益

固定費

利益

限界利益＝売上高－変動費
限界利益率＝限界利益／売上高�１００

＝１－変動費率
変動費率＝変動費／売上高�１００

損益分岐点＝固定費／限界利益率
＝固定費／１－変動費率
＝固定費／（１－変動費／売上高）

（単位：千円）

２０１０ ２０１１
売上高 ２５５，０００ ２７０，０００
費 用
売上原価 １９９，０００ ２０２，０００
販売・管理費 ３９，０００ ４３，０００
営業外損益 ４，０００ ５，０００
計 ２４２，０００ ２５０，０００

利益 １３，０００ ２０，０００

（表）２期の損益計算書

そして、限界利益から固定費を引いたもの

が利益です。

売上高、変動費、固定費、利益の関係を図

示すると次のようになります。

この図から、

① 限界利益＞固定費であれば、利益が

発生する。

② 限界利益＝固定費であれば、利益も

損失も発生しない（損益分岐点）。

③ 限界利益＜固定費であれば、損失が

発生する。

ことが分かります。限界利益率が高いほど

固定費の負担力があり、収益力がある経営と

いえます。

損益分岐点の計算

利益＝売上高－変動費－固定費

変動費を変動費率に置き換えると

利益＝売上高－（変動費率�売上高）－固定

費となります。

損益分岐点とは、利益がゼロになる売上高

のことですから、次の算式で算出します。

次のデータから総費用法を用いて損益分岐

点分析とその結果を評価してみます（表）。

総費用法では、２期の損益計算書を比較し

て売上げの増加に伴って増加した費用の割合

を算出し、それを変動費率として使います。

営業外損益＝支払利息－受取利息

変動費率＝費用増加額／売上増加額

＝（２５０，０００－２４２，０００）／（２７０，０００

－２５５，０００）

＝８，０００／１５，０００＝５３．３％

算出した変動費率を用いて変動費と固定費

を算出します。

変動費 ２７０，０００�０．５３３＝１４３，９１０千円

固定費 ２５０，０００－１４３，９１０＝１０６，０９０千円

① 限界利益＝売上高－変動費

＝２７０，０００－１４３，９１０

＝１２６，０９０千円
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② 限界利益率＝（１－変動費／売上高）�１００

＝４６．７％

③ 損益分岐点＝固定費／限界利益率

＝１０６，０９０／０．４６７

≒２２７，０００千円

この経営では、売上高が２２７，０００千円を超

えれば利益が発生し、下回れば損失が発生し

ますが、イメージアップするために図を掲げ

ておきましたので参照してください。

次に、この結果から収益性の安定度を評価

しますが、その際には次のような指標を用い

ます。

⑴ 損益分岐点比率

＝（損益分岐点／売上高）�１００

＝ ２２７，０００／２７０，０００＝８４．１％

⑵ 損益分岐点安全率

＝（売上高／損益分岐点）�１００

＝ ２７０，０００／２２７，０００＝１１８．９％

⑶ 安全余裕率

＝（１－損益分岐点比率）�１００

＝（１－０．８４１）＝１５．９％

損益分岐点比率は１００％を下回り低いほど、

損益分岐点安全率と安全余裕率は高いほど収

益性が安定していることを表します。

この経営では売上高が１６％ほど減少すると

（図）損益分岐点分析
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損失が発生する経営であることが分かりま

す。収益構造が安定していると評価されるに

は損益分岐点安全比率が１３０％以上はほしい

ところです。

収益性の安定度を向上させるには、次のこ

とに留意して対策を講じることが必要です。

① 固定費が増加すればするほど損益分岐点

は高くなり、限界利益率が高くなればなる

ほど損益分岐点は低くなる。

② より利益を生むには限界利益率を高める

か、固定費を低くするかのいずれかである。

③ 限界利益率を高めるには、販売価格を引

き上げる、変動費を削減する、限界利益率

の高い品目にシフトする、のいずれかであ

る。

④ 損益分岐点を引き下げるには、売上げを

伸ばす、限界利益率を高める、固定費を削

減する、のいずれかである。

利益目標と売上高

さらに、損益分岐点分析を用いて、目標と

する利益を上げるにはどれだけの売上げが必

要かを推計することができます。固定費に架

空の目標利益分だけ水増して損益分岐点を再

計算すると、これが目標利益を達成するため

の売上高となります。

目標売上高＝（固定費＋利益）／限界利益率

前例で、あと５，０００千円の利益を増やすた

めの売上高を計算すると

（１０６，０９０＋２５，０００）／０．４６７≒２８０，７００千円

２５，０００千円の利益を上げるためには

２８０，７００千円の売上げが必要となりますので、

その売上げを実現するための策を講じていく

ことになります。

しかし、目標利益の実現には、売上を伸ば

すだけではなりません。現在の経営環境を考

えれば、経費の節減の方がより現実的でしょ

う。その際の留意点が前述４つのポイントで

す。

（注）個人経営の場合の注意
個人経営の場合に厄介なのは経営主の

自己労賃の扱いです。労賃には、経営主
自らの労賃と家族が働いた際の労賃があ
りますが、後者については専従者給与で
明確に固定費に仕分けすることができま
す。
しかし、農業所得に含まれる経営主の

自己労賃の評価は難問です。他産業雇用
労賃の統計などを使って計算することは
できますが、実態に合った的確なものと
はなり難い場合があります。
そこで、大胆に家計費そのものを固定

費に計上して分析してみるのもひとつの
方法です。この場合には、赤字を出さず
に家計費を捻出するのに必要な売上高は
いくらかという観点からの分析になりま
す。

（次号につづく）

（筆者：前㈶農林水産長期金融協会特別参与）
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① 有機物（栄養）の存在をコントロールする
・ふん尿はこまめにベッドから除去する。
・搾乳牛舎通路の除ふんは、最低１日２回行
う。

② 敷料、ふん尿、汚れの蓄積をコントロール
する
・ベッドの汚れはきれいにかき落とす。
・時にはベッドの消毒も実施する。
・消毒の仕方、消毒の実施間隔などはこれか
らの研究課題。

③ 水分、環境湿度をコントロールする
・水分を吸いやすい敷料の使用。
・牛舎の換気をコントロールする。
・エスカリューの散布。

④ 温度（環境温度、牛床の温度）をコント
ロールする
・カウコンフォートに努める。

⑤ 細菌の環境pHをコントロールする
・消石灰、ドロマイトの利用。
・他の細菌叢を繁殖させることにより、乳房
炎菌の増殖を抑える。

（表２）使用前の敷料の培養結果
大腸菌群（万cfu／㎖）

A農場 A社製オガクズ ３．５�１０２

B農場 B社製オガクズ ３．２�１０６

C農場 C社製オガクズ １．３�１０４

細菌増殖速度を決定する要因

牛床における細菌増殖の速度を決める要因

は、主に５点あります。その要因を一つでも

たたければ、細菌の増殖スピードは鈍くなり

ます。このことは、細菌培養の結果に関係な

く、ベッドメーキングのマネジメントとして

必要な要素になります。

敷料マネジメントに細菌培養結
果をどう使うか～実践事例より

⑴ 細菌培養の手順

手順１：使用前の新しい敷料を培養する
�□ 概に１００万cfu／㎖以上であるか

を見ます。
�□ 可能であれば、消石灰による消

毒の実施、または他の問題のない

敷料で薄めます。

手順２：敷料を牛床に入れて、通常の手入

れ作業をしながら２４時間ごとに培養

する
�□ 各段階での細菌数を数えます。

手順３：どの時点で１００万cfu／㎖を越える

かを特定する

手順４：それに基づいて敷料の取り替え頻

度を決める

※CFU：コロニーフォーミングユニット、

１個の細菌が培養時に１コロニー

を形成すると考えられている。

⑵ 事例１：使用前の敷料の培養結果からの判断

敷料を科学する
―第３回 実際の敷料マネジメントに細菌培養結果をどう使うか―

北海道デーリィマネージメントサービス㈲ 榎谷 雅文

（表１）細菌増殖速度の制御方法
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（表３）時間経過の観察（D農家の場合）
単位：万cfu／㎖

採材箇所 大腸菌群 連鎖球菌群 大腸菌
新鮮オガクズ １．３�１０４ ８．０�１０４ １．６�１０３

フリーバーン１日目 １．４�１０６ １．１�１０７ １．０�１０４

フリーバーン２日目
フリーバーン３日目 １．０�１０６ ２．７�１０６ ５．０�１０４

フリーバーン４日目 ７．５�１０５ ２．４�１０６ ４．７�１０５

（表４）大腸菌性乳房炎対策のための培養結果（E農家
の場合）

採材場所 大腸菌群（CFU／g）大腸菌（CFU／g） 対策
フリーバーン現状 ４．０�１０６ １．８�１０６ ―
フリーバーン
回転後 ６．０�１０５ １．０�１０５ 消石灰を散布後撹拌し、再検査
待機場敷料 ６．０�１０７ １．４�１０５ 入口のみに敷く

ベッドの表面 ２．２�１０７ １．７�１０６ 発泡消毒後、エスカリュウの散布

古畳裁断敷料 １．１�１０６ ４．８�１０５
敷料不可、たい肥
の水分調整材とし
て使用

＝培養結果の判断＝

A農場ではオガクズを持ってきた時点では

安心して使用できますが、B農場ではすでに

３００万を超えているので、対策を実施しない

と乳房炎の発生が劇的に増えてしまいます。

C農場でも何かしらの対策が必要です。環境

条件が適する場合、細菌はあっという間に増

殖するので、最初の細菌数がどれくらいであ

るかは、危険領域に到達する時間を左右する

要因になります。

これはオガクズの種類（業者）により、乳

房炎の発生具合が違うことを経験している裏

付けとなります。現実は同じ業者でも、その

原料、生産時期により違う可能性があります。

乾燥した角材から出来たオガクズの細菌数は

少なくても、粒子が細かいことで問題となる

こともあります。

⑶ 事例２：時間経過を観察する

＝培養結果の判断＝

D農場の場合、大腸菌性の乳房炎の発生は

少なく、通常のブツが出るくらいの乳房炎が

多かった。この事態を踏まえて考えると、連

鎖球菌がフリーバーンの１日目で危険領域に

達しており、問題になると考えられます。対

策として、フリーバーンの表面に石灰を散布

することと、いかにして表面を乾かすかを指

示しました。

その他の部分も採材をして細菌検査をした

結果、ベッドの表面からも連鎖球菌群が大量

に培養され、乳房炎の主たる原因は、ベッド

の連鎖球菌と判断しました。

⑷ 事例３ 大腸菌性乳房炎が多発してお

り、その対策に培養試験を実施

＝培養結果の判断＝

● 古畳を裁断して利用していた敷料は、大

腸菌群の数が多く、持ってきた時点で問題

となっていました。敷料としての利用を止

めて、ふん尿の水分調整剤として利用して

もらうことにしました。

● 待機場の敷料に多くの大腸菌がいるの

で、待機場は一部を除いて敷料を止めても

らいました。待機場の敷料は蹄病予防のた

めには欲しい所ですが、マットなどを設置

すべきです。

● フリーバーンでは表面を石灰散布後、撹

拌して検査をしました。撹拌後は細菌数が

減っていることが確認されました。

● ベッドの表面は細菌数が多く、消毒後石

灰散布を継続して行っています。
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（表５）戻したい肥とたい肥の条件の比較
戻したい肥の条件 たい肥の条件
① 水分が少ないこ
と

② 水分の吸収がよ
いこと

③ 乳房炎原因菌が
いないこと

④ たい肥の発酵を
妨げないこと

⑤ 乳房炎原因菌が
繁殖しづらいこと

（放線菌類が繁殖し
ていること）

① 散布しやすい水分で
あること（水分６０％程
度）

② 作物の発育障害がな
いこと、易分解性の有
機物が分解されている
こと

③ 塩類蓄積が無いこと
④ 雑草の種、病原菌が
含まれていないこと

⑤ 作物の栄養が含まれ
ていること

以上の対策を実施後、大腸菌性の乳房炎の

新規発症は止まりました。やはり細菌培養は

役に立つ手段であることを実感しました。

敷料の種類と乳房炎の種類の関係

次に上述した培養試験結果でもあったよう

に、敷料の種類と乳房炎の種類は密接な関係

にあります。例えば敷料にオガクズを使えば、

クレブシエラ菌の乳房炎が増える傾向があり

ます。私の経験則に基づき、特徴を列記しま

す。
●麦ワラ 細断が必要。細菌検査では大腸菌

類は多いが、発生は割合少ない。
長いままでの使用は、保温性を確
保できる。
投入が手作業となることが多い。
カビに注意する。

●稲ワラ 細断が必要。カビに注意する。
●乾草 連鎖球菌の発生が多い。カビに注

意する。
●カンナクズ たい肥化に時間がかかる。

水分の吸収が少ない。
●戻したい肥 きちんと発酵したものを使う。

７０℃以上の発酵温度と水分をきち
んと落として使用する。
他の敷料と併用しないと、たい肥
の発酵がうまくできなくなる。
ただ乾燥した状態では、乳房炎の
発生が多くなる。

フリーバーン牛舎の戻したい肥
とたい肥の考え方

戻したい肥という敷料を作るのか、良質な

たい肥を作るのかを区別しなければなりませ

ん。良質なたい肥であれば、窒素分もある程

度含まれていなければいけないし、散布のこ

とを考えるとある程度の水分を必要としま

す。また、多少の出来不出来は土壌中では関

係がありません。一方、戻したい肥という敷

料は、乳房炎を発症するような細菌はいない

こと、水分が低いこと、ベッドの中で細菌が

急激に増殖しないことなどが、必要となりま

す。

戻したい肥に関して思うこと

今までの経験上、戻したい肥という敷料に

は、放線菌類の繁殖が欠かせないと思ってい

ます。ただし、単純に１次発酵を終了し、熱

が出て大腸菌がいない状態の戻したい肥で

あっても大腸菌性の乳房炎は発症します。そ

れは戻したい肥には大腸菌がいなくとも、フ

リーバーンに入れると、そこには大腸菌がい

るのです。

入れたときから大腸菌群が繁殖可能であれ

ば、少し時間が経過すると、やがては危険領

域にまで大腸菌が繁殖してしまいます。特に

戻したい肥の粒子が細かければ細かいほど、

大腸菌が繁殖してしまいます。これを防がね
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ばならないのです。戻したい肥には、順調に

２次発酵が終了すると、そこには放線菌類が

大量に繁殖しているはずです。この放線菌類

が細菌の増殖を抑制してくれていると思って

います。その昔ペニシリンは青カビから作ら

れました。

従って、戻したい肥には、いわゆる寝かせ

る時間（２次発酵の時間）が必要であり、放

線菌類が栄養とする、繊維分、リグニンが必

要となります。

これを生ふんに混合しなければ、やがては

発酵が上手くいかなくなり、乳房炎の発症す

る戻したい肥になってしまいます。たい肥が

発酵したということは、微生物（細菌）が繁

殖して、その栄養素はなくなったことを意味

します。その戻したい肥をまた生ふんと混合

するのですから、発酵は次

第にしなくなります。燃え

残りの灰を大量にストーブ

に入れるようなものです。

戻したい肥の量が多くなれ

ば、燃えなくなるのです。

また、戻したい肥のみの

敷料では、水分があると乳

房、乳頭にこびりつき、し

わに入り込み、なかなか乳

頭から汚れを落としづらく

なります。戻したい肥にも、

ある程度の量のオガクズな

ど放線菌類の栄養を混合し

て、粘り着かない状態に仕

上げたいところです。

一方、たい肥を外部に出して処理をしてい

るところでは、何度も戻しを繰り返している

と、塩類蓄積が起きます。これは作物の栽培

には有害となるので、その後のたい肥取引に

影響がでます。もっとも塩類蓄積を起こして

いれば、細菌は繁殖しづらいかも知れません。

今後とも、乳房炎の発症が少ない戻したい

肥と問題がある戻したい肥の区別をしっかり

と行い、その違いを明確にしていく研究が必

要であると思います。

次回は、「オガクズと戻したい肥の混合と

乳房炎発生の関係」、「各種殺菌対策」を紹介

します。
（筆者：北海道デーリィマネージメントサービス㈲・獣医師）

（図）戻したい肥のメカニズム



牛体へのふんの付着

横臥姿勢

飛節の状態

乳牛へのふんの付着や横臥姿勢、起立動作、飛節の状態、牛床横臥率による、牛床構造の
トラブルシューティングについて解説します。

乳牛はできるだけ清潔に管理する必要があります。また、牛体へのふんの付着は、乳房炎な
どの原因菌が繁殖しやすくなります。本場が実施した２８棟のフリ
ーストール牛舎の調査では、腿の部分（図）にふんが付着してい
る牛の牛群に占める割合は、平均３８．３％（範囲４～９２％）でした。
腿にふんが付着している牛の割合が６０％以上の牛舎の多くは、

牛床が短く、牛床前方の頭の突き出しスペースが狭く、牛床前方
柵などの障害物がありました。

牛は牛床上でまっすぐに座って休息するのが理想的ですが、
写真１のように牛床上で尻を隣の牛床にはみ出して、斜めに座
る牛がいます。調査では平均１５．７％（範囲０～４５％）でした。
この割合が３０％以上ある牛舎の多くは、牛床が短く、牛床前

方の頭の突き出しスペースが狭くなっていました。このことか
ら、牛体のふんの付着は牛床空間が狭く斜めに座って休息する
ことが一因となっていると考えられました。
また、隔柵の下部パイプのブリスケットボードからの長さが

短いと斜めに座って休息する牛が多くなる傾向も見られまし
た。

後肢の飛節部分を観察すると、写真２のように飛節が傷つき、腫れている牛をみることが
あります。この飛節の異常は蹄疾患と関連が深いといわれています。調査では平均２８．２％（範
囲０～７６％）でした。
この割合が４０％以上と高い牛舎の多くは、牛床のネックレールが低く（１１７cm未満）、牛床

乳牛の外観と行動による牛床構造のトラブルシューティング
（地独）道総研根釧農業試験場 堂 腰 顕

（図）腿の部分

（写真１）斜めに座って休息
する牛
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起立動作

牛床横臥率

の床資材が硬く、滑りやすい傾向がありました。

牛床上での起立動作時に途中で一旦停止した
り、後ろ足がスリップしたり、震えたりする牛の
割合は、平均２０．７％（範囲０～４３．８％）でした。
この割合が、３０％以上ある牛舎の多くは起立動

作の異常と同様に牛床のネックレールが低いとい
う特徴がありました。
このことから、飛節への負担はネックレールが

低く、牛床上での起立動作が制限されていることが一因となっていると考えられました。

牛床横臥率は牛床上にいる牛のうち、座っている牛の割合になります。牛床で立っている
牛が多い場合は、牛床横臥率は低くなります。
９棟の牛舎で２４時間の行動調査を実施した結果、牛床横臥率は平均７６．７％（範囲６６．５～

８３．９％）であり、床資材が硬いほど牛床横臥率は低いという関係が見られました。そのため、
牛床横臥率が７０％未満の場合は床資材を見直す必要があります。
以上をまとめると、下表のようになります。乳牛の外観や行動を観察して、牛舎構造の改

善に活用しましょう。

（筆者：地方独立行政法人北海道立総合研究機構農業研究本部根釧農業試験場地域技術グループ主査）

（表）乳牛の外観および行動と牛床の問題点との関係
チェック項目

腿にふんが付着
している

斜めに横臥して
いる

飛節スコアが
２以上

起立動作に異常
がある 牛床横臥率

判断基準（観察頭数に対する割合） ６０％以上 ３０％以上 ４０％以上 ３０％以上 ７０％未満

問
題
点

フリーストール
牛床が狭い ● ●

牛床前方の突き出しスペースに
障害物がある ● ●

ネックレールの高さが低い ● ●
つなぎ牛舎

牛床が短い ● ● ●
サイドパーティションがない ● ●

タイレールが低い ●
チェーンが短い ●

牛床の床面
床資材が硬い ● ●
敷料が少ない ● ● ●

（写真２）飛節の異常（左：腫れ、右：傷）
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